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( 別 紙 1 〉 

平 成 1 1 年 度 事 業 報 吿 
( 期間：平成 1 1年 4月 1日～平成 1 2年 3月 3 1曰） 

し 会 議 

1 .企画調整会議《委員 8名》@笹川道三，今村清子，石渡良徳，海老根精二，玉置扶美代， 

早川すみえ，小野良樹，大波忠， 

〔第1回〕 

日時：平成 1 1年 6月 3日（木）午後 6時～ 8時 3 0分 

会場：関東甲信越地方会事務所 

《出席》 7名，〈欠席〉 1名 

協議事項： 

ひ)各部会活動報告 

ほ)平成10年度会計収支決算並びに会計監査報告 

ほ)各専門委員会の活動状況並びに委員の補充について 

① 企画調整会議 

※次回より今村清子委員が加わることが提案され了承された。 

② 財務委員会 

※補充委員（事務担当者〉の選出は，丸山雅一代表に委嘱する。 

③ 編集委員会 

※現行体制で進める。 

④ 胃集検標準撮影方式再検討委員会 

※馬場保昌先生に丸山雅一代表が委員長を依頼し活動を始める。 

⑤ ぺプシノーゲン検査法委員会 

※委員選出について議論されたが，具体的な活動については議論がなかった。 

⑥ 消化管造影技師法律問題対策委員会 

※委員に大波忠，海老根精二を加え，加藤健次（東京法律事務所）弁護士にチュー 

ターを依頼し，2力月に1度，技師による医行為の法的問題の会議を開く。 

⑦ 胃部造影指導技師，指導施設制度検討委員会 

※放射線技師部会研修委員会がそれに代わる会議体となり試案を作成し提案する。 

(め部会委員会活動費の改定 

※本年度は放射線技師部会50万円，超音波部会30万円，保健衛生部会20万円とし， 

部会活動費を決める原則は来年度予算編成前に議論をし決めることにした。 

ほ)常任世話人の推薦 

※增田英明（横浜市立病院がん検診センター〉医師の推薦が決まる。 

〔第2回〕 

日 時 ： 平 成 1 1 年 8 月 2 7日（木）午後 5時～ 8時 

会場：関東甲信越地方会事務所 

《出席》 8名，〈欠席〉 1名 

協議事項： 
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(丄)各部会の活動報告 

ほ)各専門委員会活動状況報告 

財務委員会 

編集委員会 

胃集検標準撮影方式再検討委員会 

ぺプシノ一ゲン検査法委員会 

消化管造影技師法律問題対策委員会 

胃部造影指導技師，指導施設制度検討委員会 

ほ)地方会開催について 

① 第58回地方会（平成11年9月18日，東京，岩崎有良会長） 

② 第59回地方会（平成12年3月25日，群馬，家崎智会長） 

③ 第60回地方会（平成12年9月9日，横浜，今村清子会長） 

④ 第61回地方会（平成13年春期）予定 

(も平成10年度収支決算案 

ほ)代表世話人の交替 

※第38回日本消化器集団検診学会総会での支部長交替に伴い市川先生より丸山先生へ 

お)常任世話人，世話人の移動と追加 

ひ)会則改正について（生な事項） 

① 第3章会員：区分（団体，個人，賛助，名誉，準〉，会員呼称（八，8 ，（：）等 

② 第4章役員：欠損部分（常任世話人，監事）の補充 

③ 第7章委員会および部会：超音波部会の新設，実施機関連絡協議部会の削除 

④ 補足条項：解散時の残余財産の帰属等 

〔第3回〕 

日時：平成 1 2年 3月 3日（金）午後 5時～ 8時 

会場：関東甲信越地方会事務所 

《出席》 8名，〈欠席〉 1名 

協議事項： 

(丄)地方会開催について 

① 第59回関東甲信越地方会（家崎智会長） 

② 第60回関東甲信越地方会（今村清子会長） 

※平成12年1月28日の「合同開催の会議」の審議を受け議論された。 

③ 第61回関東甲信越地方会の開催 

※石川勉会長（栃木県立がんセンター）が提案された。 

②各部会活動報告並びに事業計画案 

ほ)平成12年度予算案（事務局試案）の検討 

(め会則改訂案（事務局試案）の検討 

^鈴木武松監事（会計監査委員）辞任に伴う交替の件 

※新監事に萩原明（神奈川県予防医学協会）が提案された 

(お常任世話人，世話人の件 

①非会員である常任，世話人役員について 
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②常任世話人，世話人の異動と追加 

は)各委員会委員の補充と活動について 

① 財務委員会 

※新たな委員の推薦はなかった。 

② 編集委員会 

※「胃集検通信」の"新聞より会誌"への形態変更が提案された。 

ほ)胃集検標準撮影方式再検討委員会 

ゆ)ぺプシノ一ゲン検査法委員会 

御消化管造影技師法律問題対策委員会 

※加藤健次弁護士 （東京法律事務所）への依頼が提案された。 

011胃部造影指導技師，指導施設制度検討委員会 

※各県別「胃部造影指導技師，指導施設」第一次放射線技師部会案が出された。 

1.常任世話人会の開催 

〔第1回〕 

期日：平成 1 1年 9月 3日（金），《出席》 2 7名 

会場：癌研究会付属病院癌化学療法センター会議室 

〔第2回〕 

期日：平成 1 2年 3月 8日（水），《出席》 2 7名 

会場：アルカディア市ケ谷会議室 

3，世話人会の開催 

〔第1回〕 

期日：平成 1 1年 9月 1 8日（土），《出席》 5 3名 

会場：アル力ディァ市ケ谷「鳳凰東の間」 

挨拶：第 5 8回関東甲信越地方会岩崎有良会長 

議事：※下記事項が審議された 

(丄)平成10年度事業報告（案）について 

は)平成10年度収支決算報告（案）について 

ほ)平成10年度会計監査報告 

④第 3 2回放射線技師部会開催報告 

期 日 ： 平 成 1 1 年 1 0 月 1 6 日 （ 土 ） 

会長：堤直葉（越谷市立病院） 

会場：サンシティ越谷市民ホール 

ほ)第1回超音波部会開催準備報告 

期 日 ： 平 成 1 1 年 1 1 月 2 7日（土） 

会長：小野良榭〈日本大学医学部第 3内科） 

会場：新宿野村ビル，コニカ会議室 

(が第59回地方会開催準備報告 

期 日 ： 平 成 1 2 年 3 月 2 5日（土） 
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会長：家崎智（群馬県医師会〉 

会場：新前橋，群馬県社会福祉総合センター 

は)第60回地方会開催準備報告 

期 日：平成 1 2年 9月 9日（土〉 

会長：今村清子（横浜市立市民病院） 

開催地：櫻木町，パシフィコ横浜（横浜国際平和会場） 

ほ)第33回放射線技師部会開催準備報告 

期 日 ： 平成 1 2年 1 0月 7日（土） 

会長：鈴木隆夫（長野厚生連佐久総合病院） 

会場：佐久市，ホテルゴールデンセンチユリ一 

ゆ)第61回地方会開催について 

御地方会の各部会合同開催について 

讪代表世話人の選出について 

(^常任世話人，世話人の移動と追加 

031会則の改正の提案 

〔第2回〕 

期 日 ： 平 成 1 2 年 3 月 2 5日（土），《出席》 4 0名 

会場：群馬県市町村会館会議室 

挨拶：第 5 9回関東甲信越地方会家崎智会長 

議事：※下記事項が審議された 

ひ)地方会開催について 

① 第60回関東甲信越地方会開催について（今村清子会長） 

② 第61回関東甲信越地方会開催について 

※平成13年秋期開催，石川勉会長（栃木県立がんセンタ一）が決まった。 

は)各部会活動報告並びに事業計画について（各部会代表より、 

は)平成12年度予算案の件 

(勾会則改訂案の件 

ほ)鈴木武松監事（会計監査）辞任（平成11年9月8日届出）に伴う交替の件 

※新監事萩原明（神奈川県予防医学協会） 

現監事倉井亮（足立区医師会倉并内科医院） 

(が常任世話人，世話人の件 

① 現行常任世話人，世話人の非会員役員解任について 

② 常任世話人，世話人の推薦と異動 

※新常任世話人斎藤洋子（茨城県総合健診協会） 

ひ)各委員会の活動状況報告 

① 財務委員会 

② 編集委員会 

※「胃集検通信」の "会誌"への形態変更 

③ 胃集検標準撮影方式再検討委員会 

④ ぺプシノ一ゲン検査法委員会 
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⑤ 消化管造影技師法律問題対策委員会 

※担当弁護士の今後の役割について 

⑥ 胃部造影指導技師，指導施設制度検討委員会 

氽「胃部造影指導技師，指導施設」案について 

4，総会の開催 

〔第58回〕 

期 日 ：平成 1 1年 9月 1 8日（土） 

会場：日本大学会館 

会長：岩崎有良（駿河台日本大学病院内科〉 

〔第59回〕 

期 日 ： 平 成 1 2 年 3 月 2 5日（土） 

会場：群馬県市町村会館 

会長：家崎智（群馬県医師会長） 

5一 地方会合同開催の会議 

1.[地方会合同開催の経緯] 

(丄)平成11年9月3日，第1回常任世話人会（癌研究所附属病院化学療法センター会議室）で, 

小野良樹超音波部会世話人代表より，第60回地方会は各部会が一堂に会する合同開催にし 

てほしい旨の提案があった。 

②審議のすえ下記の意見に集約された 

① 地方会とは別個に開催されてきた放射線技師部会学会，保健衛生部会研修会は第60回よ 

り，地方会と合同し開催し，超音波部会も加わる。 

② 第60回より年2回開催を1回とする。 

③ 早急に「合同開催検討委員会」を構成し検討を始める。 

④ 検討委員会の責任者は今村清子会長が当り，丸山代表世話人と相談し委員を決める。 

⑤ 第33回放射線技師部会（長野県鈴木隆夫会長）は既に開催準備しているので，従来通り 

開催し，今後の放射線技師部会開催については部会に一任する。 

⑥ 保健衛生部会と超音波部会は第60回より合同開催の形をとる。 

⑦ 第60回地方会に，放射線技師部会員が演題発表や参加するのは従来と変わらない。 

⑧ 合同開催地方会以外の，各部会活動はそれぞれの自主性に任せる。 

※上記の審議内容は，平成11年9月18日，平成11年度第1回世話人会で承認された。 

1.[地方会合同開催の会議] 

日 時 ： 平 成 1 2 年 1 月 2 8日（金）午後 6時より午後 8時 3 0分まで 

場所：関東甲信越地方会事務所 

参加者：今村清子（第60回会長） 

小野良樹（超音波部会代表世話人） 

石渡良徳（放射線技師部会代表世話人） 

玉置扶美代（保健衛生部会代表世話人〉 

議 事 ： 



山第60回地方会企画案 

※今村会長提案が了承された。 

は)分科会名称 

※消化管造影，保健衛生，超音波とする。 

ほ)会場 

※第 1会場は 3 0 1 * 3 0 2 (午後の総会，全体講演会場に使用） 

第 2会場は 3 0 3，第 3会場は 3 0 4 ， 

は)学会費助成金 

※年 1回開催なので6 0万円とするよう企画調整会議に提案する。 

ほ)第61回地方会開催 

※企画調整会議で審議し常任世話人会で決める。 

以上の件が審議され合意された。 

II ，学術講演会 

1，第 5 8回学術講演会の開催 

期 日 ：平成 1 1年 9月 1 8日（土） 

会場：日本大学会館 

会長：岩崎有良（駿河台日本大学病院内科） 

ひ )一般演題 2 0題 

は)特別講演「肝癌の予防と予知の新しい視点」 

司会：三木一正（東邦大学第 1内科教授） 

ほ)教育講演「胃集検における精度管理の今日的課題」 

講演者：宮下美生（長野県成人病予防協会常務理事） 

司会：岩崎有良（駿河台日本大学病院内科） 

(おシンポジゥム「胃集検における標準化撮影法の見直しは必要か」 

2，第 5 9回学術講演会の開催 

期 日 ： 平 成 1 2 年 3 月 2 5日（土〉 

会場：群馬県市町村会館 

会長：家崎智（群馬県医師会長） 

(丄)一般演題 1 7題 

ほ)特別講演「消化器がん死亡をなくすには」 

講演者：藤森孝博（獨協医科大学病理学第二講座教授） 

座長：家崎智（群馬県医師会長） 

ほ)シンポジウム I 「がん予防活動における保健婦の役割」 

座長：中村忠夫（新潟県，魚沼地域胃集団検診協議会） 

講演者 荒川泰行（日本大学第3内科教授） 

座長：今村清子 

石渡良徳 

(横浜市立市民病院がん検診センター） 

(神奈川県労働衛生福祉協会） 

一6一 



江口英雄（山梨県，上野原町立病院〉 

は)シンポジウムII 「"がん検診"問題点と将来像」 

一老健法適用外，一般財源化により質と量はいかにあるべきか一 

座長：今村清子（横浜市立市民病院がん検診センター） 

斎藤洋子（茨城県総合健診協会） 

III ̃各部会活動報告 

1，【保健衛生部会】 

ひ)世話人会 

開催：10回（び』。～？!)：!)!)）開催した。 

議題：①第 2 8回研修会について 

② 新世話人，現世話人の退任について 

③ 地方会と研修会の合同開催について 

④ 保健衛生部会会則及び拡充について 

⑤ 第29回研修会について 

⑥ 第30回研修会以降の開催について 

ほ)第2 8回保健衛生部会研修会 

期 日 ： 平 成 1 1 年 7 月 2 7日（火）～ 2 8日（水），邝：!)!)～^:!)!)) 

会場' .国立がんセンター内国際交流会館国際会議場 

参加者： 5 1名 

〔第1日〕 

講演：「胃集検にかける情熱」 

講師：市川平三郎（国立がんセンター中央病院名誉院長） 

シンポジウム：「胃集検初心，忘れることなく」̶集検の現状と将来一 

助言者：宮下美生（長野県成人病予防協会常務理事〉 

[第 2日〕 

講演：「肝胆脾がんの医療最前線」 

講師：小野良榭〈日本大学医学部第 3内科） 

講演：「胃がんの医療最前線」 

講師：今村清子（横浜市立市民病院がん検診センター） 

ほ)役員の交替 

新世話人：桝屋ハツ子（鎌倉市役所保健福祉課） 

退 任：益子フサ，福田ジユン 

2 ，【放射線技師部会】 

ひ)世話人会 

開催回数 

開催場所 

主な議題 

1 0回 

主に慶応がんセンタ一会議室 

①第32回技師部会について 
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② 第33回技師部会について 

会長：鈴木隆夫（長野厚生連佐久総合病院） 

開催日：平成12年10月7日 

会場：ホテルゴルデンセンチユリ一一萬里（佐久市） 

③ 第22回消化管撮影技術研修会について 

④ 消化管撮影技術研修会教科書作成について 

⑤ 第4回卒後研修会について 

⑥ 市川賞，技術賞の推薦について 

⑦ 世話人交替，新世話人について 

⑧ 技師部会組織強化について 

⑨ 地方会合同開催について 

⑩ 学会認定技師制度について 

(お第32回放射線技師部会総会 

期 日 ： 平 成 1 1 年 1 0 月 1 6 日 （ 土 ） 

会場：サンシティ一越谷市民ホール 

会長：堤直葉（越谷市民病院） 

出席者：約2 5 0名 

① 一般演題： 4題 

② 特別講演：「原点にかえってル一チン検査を考えてみる」 

講演者：安達純子（早期胃がん検診協会中央診療所） 

座長：堤直葉（越谷市民病院） 

③ 会長講演：「消化管検査に携わる技師の視線解析」 

講演者：堤直葉（第32回放射線技師部会会長） 

座長：藤間英雄（埼玉県立がんセンター） 

④ シンポジウム：「消化管X線丁Vの画像技術」 

座長：平野邦弘（群馬県立医療短期大学） 

⑤ 市民公開講座：「市民と『がん』を語ろう」 

講演者：市川平三郎（国立がんセンター中央病院名誉院長） 

司会：石渡良徳（神奈川県労働衛生福祉協会） 

⑥ 表 彰 ： 

[第10回市川賞]山岸忠好（日本健康倶楽部千葉支部〉 

[平成11年度最優秀技術賞]練馬区医師会医療健診センター 

ほ)第22回消化管撮影技術研修会 

開 催 日 ： 平 成 1 2 年 2 月 2 3日（水）～ 2 6日（土〉 

会場：千葉厚生年金休暇センタ一 

受講者数： 1 1 2名 

延受講者数： 1， 9 2 2名 

は)消化管撮影技術研修会教科書作成 

編集委員：松江寛人，木村行俊，海老根精二，大槻清孝，石渡良徳，佐藤 

編集会議：金原出版社で開催 
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書名：『最新胃 X線検査技術一基礎と実際一』 

発 刊 ： 平 成 1 2 年 3 月 2 3日 

価 格 ： 7 0 0 0円 

ほ)第4回卒後研修会 

開 催 日 ： 平 成 1 1 年 1 1 月 2 0 日 ～ 2 1 日 

会 場 ： 湯 河 原 厚 生 年 金 会 館 

受 講者数： 4 7名 

ぁ)世話人交替，新世話人推薦 

若干名の異動及び新世話人の推薦があった 

は)技師部会組織強化 

世話人会組織強化と各世話人の任務の明確化のため各県担当世話人を置く。 

ほ)地方会合同開催 

① 従来通り地方会学会に参画し，放射線技師部門の担当を受け持つ。 

② 現行の技師部会総会は自主的に継続して行く。 

③ 名称について「放射線技師部会」から「放射線部会」に改称する。 

は)学会認定技師制度 

① 本部学会の部会委員会（土井偉誉委員長）にて検討した。 

② 林學と石渡良徳が関東甲信越地方会の部会委員となった。 

③ 学会開催時の部会委員会及び臨時部会委員会を東京で開催し，臨時在京委員会で制度案 

を審議し最終案を作成した。 

④ 制度案を第39回福岡学会（平成12年5月19̃20日〉の理事会に報告。 

2 1【超音波部会】 

[ 会 議 ] 

出常任世話人会 

〔第 1回〕 

曰 時 平 成 1 1 年 6 月 3 0日（水）午後 6時 3 0分 ～ 8 時 3 0分 

会 場 日本大学医学部総合健診センタ一会議室 

出 席 1 2名 

議 事 ①第58回地方会一般演題提出の確認 

②第 1回超音波部会学術集会（超音波フォ一 ラム）の件 

③第1回超音波部会研修会（八海山セミナ一 〉の件 

〔第 2回〕 

曰 時 平 成 1 1日 7月 2 9日（水）午後 6時 3 0分 ～ 8 時 3 0分 

会 場 日本大学医学部総合健診センター会議室 

出 席 1 5名 

議 事 ①第 1回超音波部会学術集会（超音波フォ一 ラム）の詳細 

② 第1回超音波部会研修会（八海山セミナー）の詳細 

③ 表彰規約の件 

④ 超音波部会ホームページの検討 
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〔第3回〕 

日時：平成 1 1年 9月 4日（土）午後 5時 0 0分～ 6時 0 0分 

会場：日本大学八海山セミナーハウス 

出 席 ： 1 7 名 

議事：①平成12年度超音波部会学術集会開催形態について 

② ホームページ内容の検討 

③ 第1回超音波部会学術集会のプログラム，宣伝方法 

〔第4回〕 

日 時 ：平成 1 1年 1 1月 1 1日（水〉午後 6時 3 0分～ 8時 4 0分 

会場：日本大学医学部総合健診センター会議室 

出 席 ： 1 5 名 

議事：①平成11年度常任世話人，世話人合同会議の議案検討 

② 超音波部会総会運営の協議 

③ 第1回超音波部会学術集会のスタッフ決定 

④ 懇親会予算の検討 

⑤ 第59回地方会一般演題の確認 

⑥ ホームページ進展状況報告 

〔第5回〕 

日 時：平成 1 2年 1月 2 0日（水）午後 6時 3 0分～ 8時 3 0分 

会場：日本大学医学部総合健診センタ̶会議室 

出 席 ： 1 5 名 

議事：①第 1回超音波部会学術集会収支報告 

② 平成12年度事業の検討 

③ 第2回超音波部会研修会（八海山セミナー）の検討 

④ 第2回超音波部会学術集会プ口グラム検討 

⑤ ホームページじ尺し会員への通知方法の検討 

〔第6回〕 

日時：平成 1 2年 3月 2日（水）午後 6時 3 0分～ 

会場：日本大学医学部総合健診センター会議室 

出 席 ： 

議事：①第 2回八海山セミナープログラム，通知方法検討 

は)常任世話人，世話人合同会議 

日 時 . 平 成 1 1 年 1 1 月 2 7 日 （ 土 ） 午 前 1 1 時 0 0 分 ～ 1 1 時 4 5 分 

会場：株式会社コニカ会議室（新宿野村ビル15？〉 

出 席 ： 2 9名 

議長：小野良樹 

書記：佐藤桂子 

議事書名人：小島正久，大波忠， 

議 事 ： 第 1 号 議 案 庶 務 報 告 

第 2号議案平成 1 1年度事業計画 
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第 3号議案平成 1 1年度予算 

第 4号議案第 2回超音波部会学術集会当番世話人の選出 

第 5号議案超音波部会会則，表彰規約の件 

第 6号議案超音波部会役員の選出（平成 1 1， 1 2年度） 

ほ )総会 

日 時 ： 平 成 1 1 年 1 1 月 2 7日（土〉午後 3時 5 5分～ 4時 1 0分 

会場：株式会社コニカ会議室（新宿野村ビル15？〉 

出 席 ： 1 8 1 名 

議長：小野良樹 

書記：佐藤桂子 

議事書名人：小島正久，大波忠， 

議事：平成 1 1年度常任世話人，世話人合同会議の報告 

[ 事 業 ] 

ひ)第1回超音波部会研修会（八海山セミナー） 

日時：平成 1 1年 9月 4日（土）～ 5日（日） 

会場：日本大学八海山セミナーハウス 

新潟県南魚沼郡六日町 

参 加 数 ： 2 5名 

セミナープログラム： 

超音波集検の現状と展望 

脂肪肝 

肝癌 

胆嚢癌 

脾腫瘍 

画像記録の展望 

ほ)第1回超音波部会学術集会（超音波フォーラム） 

日 時 ： 平 成 1 1 年 1 1 月 2 7日（土）午後 1 2時 3 0分 

会場：株式会社コニカ会議室（新宿野村ビル15？〉 

参加数： 1 8 1名 

フォーラムプログラム： 

〈教育セミナー〉 

超音波検診技師の立場から 

超音波検診肝臓 

超音波検診胆嚢，脾臓 

〈基調講演〉 

超音波集検の展望 

ほ)超音波部会ホームページの開設 

【じI^乙]！111；1；I)：//I1^2^^. ^01(1^01116(1 3に^7¦081？3111187 

竹原靖明（新横浜病院総合健診センター） 

小野良樹（日本大学医学部第3内科） 

依田芳起（山梨厚生連健康管理センター） 

小島正久（関東中央病院健康管理科） 

増田英明（横浜市立市民病院がん検診センター） 

高田悦雄（獨協医科大学第1外科） 

5時 0 0分 

山田清勝（関東中央病院画像診断科） 

依田芳起（山梨厚生連健康管理センター） 

増田英明（横浜市立市民病院がん検診センター） 

竹原靖明（新横浜病院総合健診センター〉 
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[平成 1 2年度事業計画] 

ひ)第2回超音波部会研修会（八海山セミナ一） 

日 時 ： 平 成 1 2 年 6 月 2 4日（土〉～ 2 5日（日） 

会場：日本大学八海山セミナ一ハウス（新潟県南魚沼郡六日町） 

募 集人員： 3 5名 

プログラム：検討中 

②第2回超音波部会学術集会 

当番世話人：増田英明（横浜市立市民病院がん検診センター） 

期日：平成 1 2年 9月 9日（土） 

会場：パシヒコ横浜（第 6 0回関東甲信越地方会今村清子会長） 

プログラム： 

〈シンポジウム〉 

『腹部超音波集検（検診）の走査法』 

〈教育セミナー〉 

肝疾患 斎藤明子（東京女子医大消化器病センター） 

胆，脾疾患 

ほ)超音波部会講演会 

日 時 ：平成 1 2年 1 1月 1 8日（土） 

会場：東京開催で検討中 

内容：検討中 

(め超音波部会ホームページ 

※部会案内，活動報告，症例，施設紹介等，2～3ヶ月で更新予定 

I V 1専門部会報告 

1 .実施機関連絡協議会《委員不明》 

※会議開催はなかった。 

2，財務委員会《委員 5名》@笹川道三，藤井照巳，今井仁彦，小林ユキ子，山田清勝， 

※新委員選出が遅れ，会議開催はなかった。 

※平成 1 1年 4月 3 0日に各委員宛て平成10年度収支決算概要，収支計算書， 

財産一覧表を送付した。 

3，編集委員会《委員 8名》@丸山雅一，林學，今井貴子，海老根精二，安掛武ー， 

米倉福男，小澤元美，竹林章子，鳥海修， 

〔第1回〕 

期 日 ： 平 成 1 0 年 7 月 2 7 日 ※ 中 止 

会場：地方会事務所 

〔第2回〕 

期 日 ： 平 成 1 0 年 1 1 月 5 日 
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会場：地方会事務所 

出席委員： 5名 

協議事項： 

① 「胃集検通信」前回4 8号について 

② 「胃集検通信」4 9号の編集企画について 

③ 今後の編集委員会のあり方について 

4，胃集検標準撮影方式再検討委員会 

《選出委員8名》@馬場保昌，丸山雅一，今村清子，北川まゆみ，木村俊雄，関本宏二， 

福岡良和，佐藤精二， 

※会議開催はなかった。 

5，ぺプシノーゲン検査法委員会 

《選出委員6名》②今井貴子，三木一正，田溯崇文，茂木文孝，志賀俊明，海老根精二， 

※会議開催はなかった。 

6 1消化管造影技師法律問題対策委員会 

《選出委員8名》②丸山雅一，今村清子，石渡良徳，今井仁彦，海老根精二，木村俊雄， 

都築史郎，藤井照巳，《参与》加藤健次弁護士 （東京法律事務所）， 

[委員会の目的] 

(丄）「放射線技師の行う消化管造影の正当性」の法的論拠を構築する。 

は)本地方会として法理論を整え，会員とその施設での問題発生時に備える。 

ほ)医師会や国民全般に放射線技師の行う消化管造影の理解を訴えるための理諭整備。 

〔第1回〕 

日時：平成 1 1年 8月 2日（月）午後 5時 3 0分～ 

会場：地方会事務所 

出席委員：加藤健次弁護士他，6名 

討議事項： 

山消化管造影技師の現状確認 

① 我が国の放射線技師は『違法^違反』の下で消化管造影に携わっている。 

② 厚生省の「がん等の集団検診事業における違反行為の監視について（昭和41年9月〉」 

の通知は， 3 3年経過した現在も改められていない。 

③ 平成7年6月、日本医師会は胃部造影は『差し支えない』と改めたが，「大腸等のX 

線透視診断撮影のための造影剤の注入」は『行ってはならない行為』としている。 

④ 日本放射線技師会は会誌に「放射線技師法の改正や廃止」論を掲載したが、「技師が 

行う消化管造影検査」については明確な方針を示していない。 

⑤ 『違法，違反』の下で放射線技師は胃集団検診を3 0年以上行ってきた。その間，胃 

集検受診者は1億人近くになっている。 

⑥ 現在，大腸造影検査の約6 0？6は放射線技師により行われている。 

⑦ 日本医師会の医師が経営する施設においても，公的施設でも放射線技師が大腸造影検 
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査を行っている。 

⑧ 『違法，違反』で摘発された放射線技師はいない。 

⑨ 本地方会も厚生省と医師会の『違法，違反』通告にたいし，放射線技師が行う消化管 

造影検査の法的正当性を訴える反論はしていない。 

②準備した資料 

① 討議を進めるために 

② 厚生省，日本医師会の『違法，違反』とする文書 

③ 医師以外が行う『医行為』について 

④ 「医師法の経緯及び概要（医療法，医師法解より〉」 

厚生省健康政策局総務課編〈9も8， 25〉 

⑤ 医師法，放射線技師法，救急救命士法，保健婦助産婦看護婦法の概要 

⑥ 医師法の臨床研修について 

⑦ 「放射線技師養成所指導要領」 

⑧ 放射線技師法新旧対照条文 

⑨ 技師会誌掲載「検証診療放射線技師法」の一部 

〔第2回〕 

日 時：平成 1 1年 1 1月 1 7日（水）午後 5時 3 0分より 9時 0 0分まで 

会場：地方会事務所 

出席委員：加藤健次弁護士，他6名，〈欠席委員〉3名 

準備資料： 

は)日経9月18日夕刊「注腸事故」記事 

は)第1回消化管造影技師法律問題委員会のまとめ（事務局作成） 

① 大腸造影検査の現状と法的問題 

② 第1回委員会議事内容 

ほ）「放射線技師の法律問題に関する検討メモ」（加藤建次弁護士作成） 

① 問題の所在 

ん問題の背景 

ヒ診療放射線技師の検診に対する法律の規制の建前 

② 検診における診療放射線技師の法律問題の具体的検討 

ん集団検診における医師の立合問題 

ヒ診療放射線技師による造影剤の服用指導と注入行為 

^.問題解決のために必要なこと 

討議事項： 

ひ）「医行為」としての「集団検診」の性格付け 

ほ）「診療の補助」の立法趣旨での違い（診療放射線技師法と保助看法） 

ほ)放射線技師の「研修，資格制度，教育課程」への今後の問題提起 

(め便潜血陽性者に二次精検として行われる「注腸検査」と「胃集検」の違い 

ほ）「一般財源化」で予想される「集団検診」の精度低下が及ぼす影響 

ぁ）「集団検診」と「綜合検診」での医師の「立合，指示」の法的性格 

まとめ： 
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出「医行為」としての「集団検診」の性格が明確になった。 

②地方会がこれまでに行ってきた「研修会，専門資格，標準撮影法」等の活動が，放射線 

技師が集団検診を行う為の事業として，正しかったことが確認された。 

次回の問題点： 

ひ）「医行為」としての「集団検診」を放射線技師が行う場合の法的整合性 

ほ)注腸X線検査での"管の挿入"など，「診療の補助行為」の問題 

ほ)消化管造影検査に携わる放射線技師の法律問題からの「資格制度，研修会」のあり方 

は)事故を想定し，地方会として予め会員に求めておくべき基準 

ほ)事故保険制度の評価と加入の是非 

胃部造影指導技師，指導施設制度検討委員会 

※放射線技師部会研修委員会より第1次「指導技師，指導施設制」案がだされ，それを基 

に第2次案を作成する。 

V，機関紙『胃集検通信』の発刊 

〔第 5 1号〕：平成 1 1年 6月 1 0日発刊 

〔第 5 2号〕：平成 1 1年 9月 1 0日発刊 

〔第5 3号〕：平成 1 1年 1 2月 1 5日発刊 

〔第5 4 号 〕 ： 平 成 1 2 年 3 月 1 0 日 発 刊 



\ ^ 会員の状況 

1，【各会員別，都県別会員数の前年度比】 

(平成12年3月31日現在数） 

都 県 名 団 体 会 員 個 人 会 員 賛 助 会 員 協 力 会 員 

茨 城 県 1 3 3 8 

栃 木 県 1 3 4 3 (十乞） 

群 '馬 県 1 0 3 2ひ 1〉 

埼 玉 県 1 2 7 3 

千 葉 県 1 1 6 0 〈1〉 

東 京 都 6 2 (-3〉 2 4 8ひ "） 1 3 5 (： ！ ) 

神 奈 川 県 1 8 (-0 1 0 9ひ 9〉 

山 梨 県 4 1 3 

長 野 県 1 9 4 1 ひ 1 〉 

新 潟 県 1 3 2 7 (-1〉 

そ の 他 3 0ひ 1〉 

ム 計 1 7 6 (-4〉 7 1 4ひ多 3〕 1 3 5 ぐ ！ ) 

会 員 数 合 計 9 0 8名（十 1 8名） 

2 .【個人会員の都県別，職種別数の前年度比】 

(平成12年3月31日現在数） 

都 県 名 医 師 放射繊 保健婦 看護婦 臨床検査技崎 その他 特 別 合 計 

茨 城 県 4 28 0 0 6 0 0 38 

栃 木 県 10 23ひ2〉 0 0 8 0 2 43ひ2〉 

群 馬 県 12ひ0 15 1 0 " " ： 0 0 3 2 ( 0 

埼 玉 県 21ひ1〉 37〈-1〉 4 0 9 1 1 73 

千 葉 県 21 27〈-2〉 6 0 0 0 60(-1) 

東 京 都 48 101ひ3〉 12 8 2 248ひ10〉 

神 奈 川 県 1 8 0 0 59ひ8〉 5 5 24 0 0 109ひ9〉 

山 梨 県 8 3 0 0 2 0 0 13 

長 野 県 " ( - ひ 18(4-0 2 0 9ひ 0 1 1 41ひ0 

新 潟 県 8 6ひ 0 0 0 13 0 0 2 7 ^ 0 

そ の 他 1 26ひ0 3 0 0 0 0 

合 計 は ま ） 343(411) 33 13 158ひ11〕 2〈 - 0 6 714ひ23〉 
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3 .【各会員別，各年度別数】 〈〉内は前年比 

年 度 団 体 会 員 個 人 会 員 賛 助 会 員 ム 
口 01 

昭和 5 7年度 1 9 7 2 5 7 3 6 4 9 0 

5 8 2 3 0ひ33〕 3 1 7 ( 则 ) 2 7 (- 9〉 5 7 4ひ84〉 

5 9 2 7 3ひ43〉 3 2 9ひに） 3 5ひ 8〉 6 3 7お？） 

6 0 2 6 5 (- 8〉 3 7 1ひ 4 2〉 3 3 (- ！) 6 6 9ひ32〉 

6 1 2 6 5 〈 0 4 6 9 ひ ^ ) 3 1〈 - 2〉 7 6 5 ( 州 ) 

6 2 2 5 7 (- 8〉 4 8 6 ("わ 3 1 〈 0 7 7 4 0 95 

6 3 2 6 0ひ 3》 4 8 3 (- 3〉 2 9 (- 2〉 7 7 2 (- り 

平 成 元 年 度 2 5 0 (リ。） 4 7 5 (- 8〉 2 9 〈 0 7 5 4 (-邝） 

2 2 4 7《 - 3〉 4 7 5 〈 0 2 8 (- 0 7 5 0 ( - り 

3 2 3 3 ( づ " 4 8 9ひ"） 2 6 (- ！) 7 4 8 (- ！) 

4 2 2 6 〈- 7》 5 0 3ひ 1め 2 6 〈 の 7 5 5ひァ） 

5 2 2 0 (- 6》 4 7 3 (-30〉 2 6 〈 0 7 1 9 (-36) 

6 2 0 5 (-び） 4 9 0ひ卩） 2 5 リ 7 2 0ひ，） 

2 0 6 ひ リ 4 8 9 (- 0 2 4 (- リ 7 1 9 ( - り 

8 2 0 4 (- ！) 4 8 6 (- 3〉 2 3 (- 0 7 1 3 〈- 6〉 

9 1 9 9《 - 5〉 5 2 0ひ3め 2 3 〈 0 7 4 2ひ？幻 

1 0 1 8 4 (-ひ） 6 9 0ひ 1 7 0 1 9 (- り 8 9 3ひ15り 

1 1 1 7 6《 -め 7 1 4ひひ） 1 8 ( - 。 9 0 8 "ひ） 

※注1 

※注 2 

※注3 

※注 5 

※注 1 .昭和 5 8～ 5 9年の団体会員 7 6増は，老人保健法施行，胃集検放射線実態調査実施 

精度管理委員会発足等により，本会の存在が認識された為と考えられる。 

※注 2 ，昭和58年以後の賛助会員数は協力懇話会員を含めた数。 

※注 3，昭和 6 0 ̃ 6 1年の個人会員 1 4 0名増は，全国胃集検放射線技師連絡会設立， 

全国胃集検放射線実態調査実施など技師活動の活性化が要因と考えられる。 

※注4，個人会員増は主に超音波部会発足による臨床検査技師，看護婦等の入会による。 

※注 5 1前年度比団体会員数が合わないのは前年度に非会員団体を含めていたため。 

一17 ̶  



【参考資料 1】 2 0 0 0年 4月 2 7日 

日本消化器集検学会関東甲信越地方会の組織^財政について（その2 〉 

女事務局作成 

《財政》 

1 .収入： 

は)これまでは、がん検診事業を行う施設が本会に団体加入し、協同して國ゃ地方自治体に老人保健法 

を有意に進めさせる加入意義があった。しかし、「がん検診事業にたいする国庫負担金の一般財源 

化」により、その意義が薄れ団体会員の退会が続き団体会費収入が減っている。 

前年平成10年度9月比で16団体の退会、6 4万円の減収。 

現行会費となった昭和63年度決算額と比べると団体会費は336万円の減収となっている。 

ほ嗰人会員は超音波部会発足により平成10年度9月比で19 4名増えている。 

現行会費となった昭和63年度決算時と比べると個人会員は2 3 0名の増、決算額では6 5万円の増 

収となっている。 

しかし、個人会費(^(！!)円）は会員一人当たりの事務経費とほぼ相殺し、人件費'事務所管理費分を 

賄えず財政運営上それ程プラスにならない。 

ほ)広告料収入は学会プログラムに広告を無くした為、平成10年度比で一4 9万円となるが、学会プロ 

グラムに広告を付ければ〈85版13～15社、ページ4万円）、印刷費や郵送費支出が高くなり、収支で 

は一になる。 

ほ)平成11年度決算【収入】内訳 

①【収入合計に占める各収入の割合】 

収 入 合 計 1 7 ， 2 7 9， 0 8 8円 摘 要 

一 般 会 費 収 入 1 0 ， 0 8 4， 0 0 0 5 8 . 4 

特 別 会 費 収 入 4 5 5， 0 0 0 2， 6 

本 部 補 助 金 2 0 0， 0 0 0 1.2 

広 告 料 収 入 1 ， 2 2 7， 0 0 0 1 . 1 

預 金 取 崩 4， 5 0 0， 0 0 0 2 6 . 0 ※！!年度本年度)!戰金支払等の為の取り崩し 

前 年 度 繰 越 金 5 5 4， 6 2 3 3. 2 

諸 収 入 2 5 8， 4 6 5 1.5 ※細先生̂!鱖費25万円分の寄付金を含む 

②【一般会費収入の各会費の割合】 

一 般 会 費 収 入 1 0， 0 8 4， 0 0 0 96 摘 要 

団体会費(；176 〉 6， 8 4 0， 0 0 0 6 7 . 8 ※総収入の約4 0お 

個人会費〈 6 9 0 〉 2， 6 2 4， 0 0 0 2 6 . 0 ※総収入の約15 X 

賛 助 会 費 〈 1 3 〉 6 2 0、 0 0 0 6. 2 ※総収入の約 4 X 

③【昭和6 3年度と平成11年度会費収入比較】（昭和63年より現会費に改定された） 

会 費 収 入 昭和 6 3年度決算 平 成 1 1 年 度 決 算 対 比 

団 体 会 費 収 入 1 0 2 0万円〈256団体） 6 8 4万円076団体） 一 3 3 6万円 

個 人 会 費 収 入 1 9 7 か 健 人 ） 2 6 2 ^ひ14人） 十6 5 ^ 

賛助協力会費収入 1 8 6 〃 10 7 〃 一 7 9 な 

合 計 1 4 0 3万円 1 0 5 3万円 -3 5 0万円 

8一 



之.支出： 

は)平成11年度決算【支出】内訳 

①【支出合計に占める各支出の割合】 

支 出 合 計 1 5 6 9 9， 9 5 8 
丄リ， V V V 9 ひリV 

% 摘 要 

管 理 費 1 1 ， 2 7 1， 1 6 7 7 1 . 8 ※；II金168万4チ円、雜飜賃金を含む 

学 会 費 1 ， 4 2 1 ， 2 7 0 9. 0 

業 務 費 3， 0 0 7， 5 2 1 1 9 . 2 

財政18整資金稳立金 0 0 

予 備 費 0 0 

②【管理費の各費目の割合】 

管 理 費 支 出 1 1 ， 2 7 1 ， 1 6 7 摘 要 

給 与 ， 賃 金 5， 6 6 0， 5 6 2 5 0 . 2 ※支出合計全体では3 6ぉ 

社 会 保 険 負 担 金 2 8 8， 8 7 1 2， 6 

退 職 金 1 ， 6 8 4， 0 0 0 1 4， 9 

事務引継期間賃金 6 0 0， 0 0 0 5. 3 

賃 貸 料 8 5 5， 0 0 0 7， 6 ※支出合計全体では5 ， 4お 

そ の 他 2 ， 1 8 2， 7 3 4 1 9 . 4 

は)昭和6 3年度と平成11年度収支決算比較（昭和63年より現会費に改定された） 

①【昭和6 3年度と平成11年度収入支出比較】 

昭和 6 3年度決算 平 成 1 1 年 度 決 算 対 比 

収 入 合 計 1 ， 8 5 4万円 1 ， 7 2 8万円 一 1 2 6万円 

支 出 合 計 1 ， 7 8 5 〃 1 ， 3 4 0〃（編除く） 十4 4 5 '， 

収 支 差 十6 9万円 十3 8 8万円 十 3 1 9万円 

②【昭和6 3年度と平成11年度主な支出項目比較】 

昭和 6 3年度決算 平 成 1 1 年 度 決 算 対 比 

給 与 ， 賃 金 合 計 8 5 9万円 5 6 6万円 一 2 9 3万円 

旅 費 交 通 費 合 計 8 8 〃 5 4 〃 一 3 4 

印 刷 製 本 費 合 計 1 5 5 〃 1 2 1 〃 一 3 4 

通 信 運 搬 費 合 計 1 0 6 〃 1 1 3 〃 十7 

緩 集 費 8 9 〃 6 2 〃 一 2 7 

賃 貸 料 6 2 〃 8 6 〃 十 2 4 

事 務 所 管 理 費 3 2 〃 8 ，' 一 2 4 

部会委員会活動費 2 0 0 〃 1 0 0 〃 - 1 0 0 

対 比 合 計 ―4 8 1万円 

ほ)給与賃金支出は支出全体に占める割合は3 6おで、昭和63年度決算当時に比較し賃金ベースの上昇 

等を勘案すると5 0ぉ位に節減されている。 

は)事務運営経費は郵送料値上がり除けば、印刷機購入により年4回の機関紙印刷以外の外注をなくし 

た他、全項目でほぼ経費の削減を完了した。ただコピ一機リース支払いが9月まで残っている。 



3. 「財政」のまとめ 

ひ)平成9年度は長欠給ひ2力股、288朋)、10年度は退職金〈192万円）の計4 8 0万円の予算外支出を予 

算内で処理をしたため、その分、次年度繰越金が少なくなつた。11年度は退職金(；168万4千円〉と事務 

引継期間の賃金支出があり、定期預金2 5 0万円を取崩し予算を組んだが、期末には資金が不足し 

更に預金を2 0 0万円、計4 5 0万円取り崩したが、結果的には収支残高が約15 8万円、第60回 

学会助成金前払い分3 0万円があり、ほぼ予算内で処理が出来た。 

この3年間の通常経費外支出は約7 0 0万円になる。一方で団体会員の退会による大幅な減収もあつ 

たので、差し引きでは4 0 0万円近くの経費節減をしてきたことになる。 

は)現状の会運営は「収入」の4 0ぉを占める団体会費に依存している。団体会員の減少傾向は続き、い 

ずれは個人会費主体の財政運営に改めざるを得なくなる。 

ほ)今後、個人会員の増はそれほど多くは期待出来ない。増えても現会費(佃!)!)円）では会員一人当たり 

の事務経費と相殺して、人件費や事務管理費までは賄いきれない。 

(め現行会費に改定した昭和6 3年度と平成11年度を比較すると、団体会費では8 0団体減で一3 3 

6万円。個人会員は2 3 0名増えているが十65万円で、収支は一2 71万円になる。 

ほ)運営経費は昭和6 3年度は 1 7 8 5万円、平成 1 1年度は 1 3 4 0万円で4 4 5万円節減され、運 

営経費を節減した分で、団体会員減少による収入減を補ってたといえる。 

《6瓚助会費は会員毎に会費額が違い寄付金の性格が強かったので、12年度より各会員同額の4万円 

に改正した。 

11.《組織と運営》 

1.会員登録、会費納入等のシステム化が殆どできあがった。 

2，文書類の規定化もほぼ終わった。 

ョ.就業規則が決まり、それにより業務運営が行われている。 

4 .会則が改正され不備がなくなつた。 

5，各部会会則も作成された。 

&.地方会は年1回合同開催に改められた。 

1.機関紙の形態が「新聞」より「会誌」に変更されることが決まった。 

瓜.《今後の会運営》 

1，放射線部会、超音波部会、保健衛生部会の各部会の活性化 

2，新「会誌」発刊に伴う編集委員会の点検と活動方針の作成 

3，上部消化管造影指導技師，指導施設制度の立案と実施 

4，放射線技師のための下部消化管造影技術研修会の開催 

5，消化管造影技師法律問題対策委員会の指針作成 

6~新「胃集検標準撮影方式」の提案 

以上 
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( 別 紙 2 〉 

日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会 
平成11年度収支決算害 

自 平 成 1 1 年 4 月 1 日 

至 平 成 1 2 年 3 月 3 1 日 

1 1収入の部 （八：減）（単位：円) 

拟 
日 筋 即 4幼早笞好 丁昇嵌 站；筋 早 每 筋 

V拜如 
：奂直链 / 入 井 朋 通 不 圮 

^ 6 1 つ、 

1 ~ X？真収八 1 1 ク ^ 11110 0 
ひ 1 1 ， ^ 1̂ 3，ひひひ 1 0 ひ 0 0(10 1リ,309^ひ1^1^ 0001ひひひ 

1ム整薩！9ス 

1 ， ヌ 孰 " 八 
1 1 ，乙り3， Vりり 11 119II

1
！ 0011 

1 1 ， 61^3， V V V 
IV， 30ひ，11V V 

1 一 ^ ^ ^ 1 1V ， り リ 1(1パば 
IV，1*1 V | VIIV 

圓リ，リ04， Vリ" 八が6 000 
^ 1 1 0 V1リリリ 

1曰^~ムぉ1171 V 1 ， 0いV，ひりV 0， 04じ，ひりV ひ10 V ， VI； V ム ^ 1 

ク ^ 人 
し1回八！[^^八 

0クぱ 0 0 0 乙,な0リ,リVひ し，乙0ひ，V V V し？0 64， Vりひ 炎；4：ゥ ふ は レ 

ひ' ひ 」。リ，リリリ リ乙リ，リリリ ひリ，リリリ / ェ リ 

し，1̂乃
1
】IX莨

1
^八 71：^ 0011 リ 了！^ 000 1ひ01ひリひ れ 5 00(1 

71；！； 00^1 了 " 000 
I331ひひV 一 " 0 0 0 

4」一， 

^ VひV ^ ' ま ^ ム /土 ^ 

^ ~ 718 0/120： 乙ひ1̂， V 1̂ 0 11 ムひ1/ ， V ^VV|ひVII 

1 城 8 わ 全 
し彻IV』I&; 

《Vり，リ̂/ひ V 乙リひ，ひぃ̂  乙 り ひ " 
0 じ 

1 站 8 わ 全 し 怖 ^ 3± リりV V 6̂ 1̂ ，ひ ビひひ,^リV V 

1 太 坤 舰厶 
1 - "^ゅ^111)1 6りり, ひ 乙11̂，じひV ^ ^ ^ ， Vしじ 

ュ . ， 采 " 八 1701\ 000 
1 ， 1 01^^ 11^0 

1|10ひ,Vりひ \^ ^^1^ひりV \̂330，リひひ 

1廑錄117ス 1 7 0/1 0 1 ， ， 0り，！̂ひり 八 ^ " 000 
1^330 |ひリ^ 

1塞举117 X | ，爭^:化八 17510 110(1 11〖0ひ| 1/1/1； 1 ゥ " 0 ^ 0 が " 1 1 0 0 " リ 。 0 ， V"リ 

【，ズム口 ̂ 1"+̂ ハ 1 |10リ， 1\ 
V 

1 | I 0 V ̂  V^レ 1 ；しレ1 ，ひひひ " り 0 0 0 
"リ0 ^，"リV 

ふ / ま リ 

も ほ れ 八 1リ,11(1リ 11 IV，ひVリ 0 ^ 0 が ら 乙30， 40 3 乙40 ， 40 3 

1 .諸収入 1リ，リ"リ 0 
V Iリ，リリリ 1. 。 0 ， ^ V 0 【40 ， 4 0 」 

し 諸 収 入 10,000 0 10,000 258,465 248,465 

1.受取利息 10,000 0 10,000 6，188 ^3,812 

之 .雑収入 0 0 0 252,277 252,277 ※ 注 6 

5，繰越金 2,500,000 0 2,500,000 4,500,000 2,000,000 

1 .繰越金 2,500,000 0 2,500,000 4,500,000 2,000,000 

1 .緣越金 2,500,000 0 2.500,000 4,500,000 2,000,000 

2,500,000 0 2,500,000 4,500,000 2，000，000 ※ 注 7 

6 ， 前 年 度 繰 越 金 2，000，000 0 2,000,000 554,623 ^ 4 4 5 ， 377 

収 入 合 計 17,695,000 0 17,695,000 17,279,088 &415,912 

【摘要】 

※注し団体会員決算収入数 1 7 1 ( 前納 '未納がぁリ現状数と差がある），予算計上会員数 1 9 0，年度末会員数 1 7 6， 

※注 2，個人会員决箅収入数 6 5 6 (前納^未納がぁリ現状数と差がある），予算計上会員数 5 6 5，年度末会員数 7 1 4， 

※注 3罾賛助会員数 1 3，前年度対比土 0 ， 

※ 注 4 罾 協 力 会 員 数 5 ， 前 年 度 対 比 一 1 ， 

《注 5，広告料収入は「胃集検通信」年 4回掲載分のみで、事務局作成学会プログラムは広告なしにした為の減収分。 

X注6き雑収入の内250，000円は市川先生「視点論説集」出版補助金として，市川先生レントゲン黉受赏祝賀会よりの寄付金。 

※注ァ.退據金1,68万4千円、事務引継ぎ期間3力月分の賃金計200万円、印刷機購入資金50万円で250万円の預金取崩を予定した 

が、9年度は長欠給（じ力月、288万円)、^年度は退職金092万円)の予算外支出を予算内で処理してきた為、次年度繰越金が 

少なくなリ、経費節減を行っても本年は期末に資金が不足し更に200万円を取り崩した。結果的には差引残高が158万 

円、第60回開催前払い30万円があり、ほぼ予算内で資金は足りた。 
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1，支出の部《平成 1 1年度収支決算書》 （厶：減）（単位：円) 

まん 

款 項 
|~1 

目 
ぬ 
節 当初予昇額 

\ ^ #2 
補正額 卡 算 額 

お 
决 算 額 

、 & て 0 
遇 个 足 

4 ^ 而 
摘 要 

1.管理貿 11,530,800 0 11，530，800 11，27，，167 
れ！~れ ^ ^ ^ 

258， 833 

1.管理費 11,530,800 0 11,530,800 11，271，167 258， 833 

1/1わ| 1/11臺" 

し管理費 11,530,800 0 11,530, 800 11,271，167 258,833 

[ 報 1 费 30,000 0 30， 000 0 30， 000 

2-敏与手当 6,000,000 0 6， 000， 000 5,642,000 358，000 《1 

つ き お 
ん1 金 し900， 000 0 1,900,000 

#1れ八ハ 「ひ0 

2， 302， 562 ム402， 562 《 2 

111森れ0 111人 

4，社餽鍵金 170,000 0 170， 000 288？871 ^118,871 《 3 

5 . 1 1 1 1 1 1 200,000 0 200， 000 82,461 117， 539 

6，旅赉交通贅 400,000 0 400,000 537， 360 ム137， 360 ※ 4 

ァ .会纛資 100,000 0 100,000 66， 368 33,632 

8 . 1 外 8 300， 000 0 300,000 50，幽 250， 000 

へ10 0 #̂ —羞 

9，！！具8 @ 8 
850,000 0 850,000 598， 200 251,800 

10.1 1 8 1 120,000 0 120,000 292， 336 ム172， 336 《 5 

11-0暑震本養 200,000 0 200,000 305,235 ^105,235 《 6 

1 2 - 1 倩 料 780,000 0 780,000 855,000 675,000 

13.1信）！搬费 400,000 0 400,000 236,01， 163,989 

1 4 . 8 賓 80,000 0 80,000 14,763 65,237 

2，事業費 5,680,000 0 5,680,000 4,428,791 1,251,209 

1.学会費 1，160,000 0 匪160,000 1,421,270 6261,270 

し学会費 1，160,000 0 1，160,000 1，42し270 ^261,270 

1 .助成金 600，000 0 600,000 900,000 ふ300，000 《7 

書:'義1本雀 150,000 0 150,000 29,925 120*075 《 8 

3，消耗品資 10,000 0 10,000 47，995 617,995 

I ―せ― I I I！ 1 

4-3 8運搬0 350， 000 0 350,000 387,437 さ37,437 

5.8 費 50,000 0 50,000 55,913 ム5,913 

2，業務費 4， 520,000 0 4,520,000 3 1007， 521 1,512,479 

^ 赫スま口》～11 

1一部会委員会娜 し800，000 0 1，800，000 1,000,000 800,000 

』ま！ 1^1八き 

1~連絡IIま爹会賈 
100,000 0 100,000 0 100,000 

八 11丄圍"1，1^^^ ±ま 

2.0^119会費 600,000 な100，000 500,000 500,000 100,000 
～ 13 " 人 ^ 

1條養1鼻畲| 200,000 0 200,000 200,000 0 

4，罄眚裟1会 200,000 100,000 300,000 300,000 請0,0 0 0 

5，委艮会8 600， 000 0 600， 000 0 600,000 《 9 

~ は 上 ま ィ 八 叠 

6.8力8ま会費 100， 000 0 100,000 0 100,000 

2，刊行9 2,720,000 0 2,720,000 2，007，521 712,479 

1 . 霤 集 I 850,000 0 850,000 624,456 225,544 

^印刷製本賁 1,000,000 0 1,000,000 869， 925 130,075 

3-]!信II ，費 550,000 0 550,000 504,000 46,000 

4，籤資交遷II 300,000 0 300,000 0 300,000 

5 . 1 X品費 10， 000 0 10,000 9，140 860 

6.8 I ，11/1れ0 0 10， 000 0 10， 000 

3 1 財 政 調 整 資 金 積 立 金 85,000 0 85,000 0 85,000 

4，予 備 費 400,000 0 400,000 0 400,000 

支 出 
八 

計 17,695, 000 0 17,695， 000 15, 699, 958 1,935， 042 



【摘要】 

※し給与と年度末手当 4力月分 

》2，退職金1,684， 000円、事務弓 I繕ぎ期間3力月分の臨時給与、学会日休日出動'会議日超過勤務手当等 

※ョ.社会保険負担金増分 

※斗 .通勤交通費、学会日交通費等 

※已 .用紙代等の不足分 

※ら .封筒印刷増分 

※7 ，第6 0回地方会助成金前払い分 

《8，印刷機購入にょリ外注がなくなった為の費用減 

※ョ.殆どの委員会活動がなかった 

※！!).取材活動费としての支出がなかった 



日 本 消 化 器 集 検 学 会 関 東 甲 信 越 地 方 会 

平 成 1 1 年 度 収 支 決 算 書 《 財 産 一 覧 表 》 

(平成 1 2年 3月 3 1日） (単位：円） 

科 目 適 用 金 額 摘 要 

1 ， 流 動 資 産 

( り 現 金 第一勧業銀行有楽町支店（普通預金） 6 8 0， 8 2 1 

東京預金事務センター（振替預金） 2 2 2， 2 8 9 

手 持 現 金 3 3， 3 3 2 

郵 便 貯 金 6 4 2 1 6 8 8 

計 1 ， 5 7 9， 1 3 0 

1.固定資産 

(り基本財産 東京三菱銀行大塚支店（定期預金） 9 ， 0 0 0， 0 0 0 ※注1 

ひ ） 敷 金 井合ビル事務所敷金 6 5， 0 0 0 

ひ）器具備品 (取得価格10万円以上の器具備品） 4 9 8 ？ 8 5 5 ※注2 

計 9 ， 5 6 3， 8 5 5 

3 ， 負 債 0 

資 産 合 計 1 1， 1 4 2， 9 8 5 

収 入 合 計 金 額 1 7 ； ―2 7 ―9 ， ―0 8 8円 

支 出 合 計 金 額 1 5， 6 9 9 ， 9 5 8 円 

差 引 残 高 1， 5 9 ， 1 3 0 円 

そのうち 

次 年 度 緣 越 金 1， 5 9 ， 1 3 0 円 

【摘要】 

※注！.平成11年5月より定期預金預入先を第一勧業銀行有楽町支店より 

東京三菱銀行大塚支店変更した。 

※注之.新に印刷機購入代金3 6 0， 3 6 0円が加わった。 

監査の結果適正に行使されているものと認めます。 

平 成 1 2 年 5 月 曰 

監 事 倉 并 亮 印 

監 事 萩 原 明 印 

一 2 6— 



【訂正】 

1.18頁下段，誤：②「一般会計収入の各会費の割合」の個人会費び卯〉 

正： ひ"） 



I ： 学 会 案 内 3 

第60回日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会 
第2回超音波部会学術集会令第2 9回保健衛生部会研修会令第1回消化管造影フォーラム 

日時： 2 0 0 0年 9月 9日（土） 

会場：パシフィコ横浜 

会長：今村清子（横浜市立市民病院がん検診センタ一） 

日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会第33回放射線技師部会総会 
日時： 2 0 0 0年 1 0月 7日（土） 

会場：ホテルゴルデンセンチユリ一（佐久市） 

会長：鈴木隆夫〈」厶長野厚生連健康管理センター） 

第38回日本消化器集団検診学会秋季大会 
日時： 2 0 0 0年 1 0月 2 5日（水）～2 8日（土） 

会場：神戸ポー卜ピアホテル、神戸国際会議場、神戸国際展示場、ワールド記念ホール 

会長：岩崎有良（日本大学第3内科） 

第13回日本消化管撮影研究会 
日時： 2 0 0 1年 1月 2 7日（土） 

会場：北海道大学学術交流会館（札幌市） 

会長：渡邊一知（北海道労働保健管理協会) 

第61回日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会 
第3回超音波部会学術集会令第3 0回保健衛生部会研修会令第2回消化管造影フォーラム 

日時： 2 0 0 1年秋期 

会場：栃木（未定） 

会長：石川勉（栃木県がんセンター） 

日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会第34回放射線技師部会総会 
日時： 2 0 0 2年 3月 9日（土） 

会場：茨城県総合福祉会館（水戸市） 

会長：並木良宣（日立メディカルセンター） 


